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中野 三允（なかの さんいん）

資 料

短冊 『箱根全山 蝉の連歌や 宗祗が忌 三允』

作 者

１８７９（明治１２）．７．２３－１９５５（昭和３０）．９．２４

幸手宿（埼玉県幸手市）生まれ。

薬剤師検定試験に合格し薬局を営むかたわら、正岡子規

に俳諧を学び、早稲田俳句会を創る。地元の埼玉で俳誌

『アラレ』を創刊し、埼玉俳壇の発展に寄与する。

参考文献

『琥珀のかけら』（中野三允／著 このはづ会 １９３８

［飯田九一文庫］）

『中野三允句集』（中野三允／著 中野三允句集刊行会

１９５７ ［飯田九一文庫］）

『三允句集拾遺・俳遍路』（中野三允／著 中野久寿雄

１９６５ ［飯田九一文庫］）


